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The purpose of this study is to identify the quantitative analysis of relationship between human's motion kinematics or 
dynamics and the gaze point of the dance motion. This research investigated gaze point of learner by motion of dance 
different in impression. And, it was suggested that there were related motion characteristics and gaze point. 

 

1. はじめに 

これまで，伝統芸能や武道の技を保存するため，ビデオカメ

ラやモーションキャプチャなどが用いられ，動作解析や動作デ

ータの保存方法など様々な形で研究がなされており，また舞踊

動作を保存するという点においてバレエでは，舞踊動作を音楽

の楽譜のように記号化したラバノーテーションなど舞踊譜を用い

た動作保存の研究もなされている[池内 2004]，[吉村 2001]．し

かし，民族舞踊では，ラバノーテーションのような舞踊譜によっ

て，動作が記号化されているものは少なく，その相承や保存は，

師匠から弟子への体得による相承か舞踊動作そのものをビデ

オカメラによって撮影し，保存する方法が一般的である．そのた

め，舞踊動作がきちんと相承されるかは，疑問が残るところであ

る．我々の先行研究でも舞踊動作において特徴的な身体運動

に着目し，観察者が運動パターンから受ける印象とヒトの動作の

背後にある運動特性との関連性を明らかにすることを目的として

研究を行ってきた[古川 2005]，[神里 2004]．その結果，ある特

定の印象が指先軌道の重心や軌道面積，各関節の時系列角

度の平均や分散などの運動特性と関連性があることが明らかに

なった．しかし，ある舞踊動作の特徴を誰でも簡単に学習できる

ような舞踊動作の学習システムはほとんどない．そこで本研究で

は，踊り手の動作を学習する際，印象の違いによって学習者と

教示する側の教師の注目する箇所がどう変わるのか明らかにす

る事を目的としている．それを明らかにすることによって，舞踊動

作を学習する際のポイントとなる動作の特徴を学習者に与える

事ができると考える．まず，踊り手が観察者に対して特定の印象

を与えるために創作した舞踊動作から運動特性を抽出し，与え

たい印象によって，注視点が変わるかどうか検討を行う． 
 

2. 主観的印象による動作パターンの抽出 
先行研究において，一般的な舞踊動作の印象構造「美しさ」，

「明るさ」，「力強さ」，「固さ」，「まとまり」，「重さ」，「複雑さ」，「大

きさ」，「奇抜さ」のだいたい 9 つ印象評価因子からなることが考

えられる[神里 2003]．我々が行った沖縄舞踊動作を用いた先

行研究においても 9 つの印象評価因子の中から印象を評価す

る因子が抽出されている．そこで，他の研究グループによる先

行研究もふまえてそれぞれの因子を適切に表現すると考えられ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る単語対を選択し，これを今回測定する舞踊動作の種類とした． 
表 1 に印象評価因子と 9 対の単語対を示す．この形容詞の印

象を与える 18 種類の舞踊動作の計測を行った． 
舞踊動作の計測は，DV カメラで舞踊動作を撮影したものを 2
次元の動作解析ソフトを用いて行った．被験者は，琉球舞踊の

専門家で，測定時間は約 1 分程度とし，表 1 に示す 9 対の形

容対に関して表に示す順番で計測を行った．また，測定時には

被験者に対して表 1 の印象を言葉で提示し，舞踊動作を考え

る時間を与えながら計測を行い，舞踊動作に対する特別な制限

は，いっさい与えなかった． 
 

3. 舞踊動作特性と注視点の関連性 

9 つの印象評価因子によって測定した舞踊動作に関しては，

ある印象を与えるための動作特性を手先軌道の計測により抽出

し，さらに観察者がその動作を学習する際の注視点の特徴との

関連性を検討する．これらを検討することにより，学習のために

必要となる学習のポイントとその動作特性を知る事ができる． 
 

3.1 舞踊動作の手先軌道計測 

今回，DV カメラを用いて撮影した舞踊動作を 3Hz のサンプ

リングで取り込み，手先軌道の移動だけを抽出した．本稿では，

手先軌道の例として図.1 に明るい，暗い，複雑な，単純な舞踊

動作のイメージで踊ってもらった時の 4 つの手先軌道を示す．

それぞれの舞踊動作の軌道を見ると，手先動きだけでも印象に

よって動作パターンがことなっていることがわかる．明るいと複雑

な印象の踊りでは，やや起動が大きく膨らんだ形を作り出して

おり，暗い動作では，これら 2 つの動作パターンと異なり，体管 
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表 1. 舞踊動作パターン抽出のための印象語 
印象評価因子
奇抜さ [1]標準的な [2]個性的な
大きさ [3]小さな [4]大きな
複雑さ [5]単純な [6]複雑な
重さ [7]軽い [8]重い
まとまり [9]バラバラな [10]まとまった
固さ [11]柔らかな [12]固い
力強さ [13]弱い [14]強い
美しさ [15]醜い [16]美しい
明るさ [17]暗い [18]明るい

単語対
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に近い位置でまとまった軌道ととっている．また，単調な印象の

動作では，軌道は規則的な形をしている． 
 

3.2 注視点計測 

注視点計測では，観察者に舞踊動作を学習するつもりでそ

れぞれの映像を見てもらった．その際，観察者には，アイマーク

レコーダを付けてもらいどの部分を注視しているのかの計測を

行った．今回は，予め観察者には，どのような印象をイメージし

た踊りであるか伝えてから実験を行った． 図 2 に注視点の計測

を行い，停留点回数分析を行った結果を示す．それぞれ明るい，

暗い，単純な，複雑なイメージの踊りを観察した結果である．そ

れぞれ注視している部分の回数によって，パターン分けがされ

ている．注視時間は，最低でも 1秒以上とした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 考察 

踊り手が観察者に対してある特定の印象を与えるための舞踊

動作の特徴と学習者の注視点との関連性について検討をおこ

なった．まず，明るい印象の踊りでは動作の特徴として，重心を

高い位置におく，速く動作する，大きく動作するなどの特徴が見

られ，複雑な印象の踊りでは，速く動作する，動作パターンの数

が多いなどの特徴が見られた． この二つの舞踊動作に関して

は，注視点に関して，上肢の動きに合わせて視線も横に広がり，

下肢の動きにも視線が移動している傾向が見られた．次に，暗

い印象の踊りでは，重心を低い位置におき，ゆっくり動作する，

また，小さく動作する特徴が見られ，単純な印象の踊りでは，大

きく動作する，動作パターンが一定などの特徴が見られた．この

二つの舞踊動作では，注視点に関して，上肢の動きよりも体管

と頭部や首から肩の部分に注目しており，腰より上の部分に視

線が集中いる傾向が見られた．これらのことより，与える印象の

異なる舞踊動作に関して，注視する部分が異なりその動作のポ

イントだと学習者が考えている部分を確認していることが示唆さ

れる． 

5. まとめ 

踊り手が与えたい印象によって，舞踊動作を学習する際の注

視点が変わるかどうか検討を行った．ある印象をイメージする舞

踊動作において，注視する動作部分を計測し，与える印象の異

なる舞踊動作に関して，注視する部分が異なりその動作のポイ

ントだと学習者が考えている部分を確認していることが示唆され

た． 
今後，印象の違う舞踊動作の注視部分を明確にし，学習者

ではなく動作を教える側の注視点も検討することにより動作のポ

イントを教示しやすくする方法の提案を行う． 
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(a)｠ 明るい｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ (b)｠ 暗い 

(c)｠ 単純な｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ ｠ (d)｠ 複雑な 
図 1．舞踊動作の軌道計測 

図 2．舞踊動作観察時の注視点計測 


